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理念・戦略目標に基づいた組織活動の実践
～バランススコアカード（BSC）の構築～

社会福祉法人　こうほうえん

住所／TEL 鳥取県境港市誠道町2083番地　／　（0859）24－3111

URL／E-mail http://www.kohoen.jp/　／　welfare@kohoen.jp

経営理念 〈理　念〉
　「わたくしたちは　地域に開かれた　地域に愛される　地域に信頼される
　『こうほうえん』を目指します」

〈基本方針〉
　「わたくしたちは　サービス業のプロとして　正しい情報を伝達し
　自分が受けたい　保健・医療・福祉サービスの提供・改善に努めます」

事業内容 介護老人福祉施設（527名）７か所、介護老人保健施設（230名）３か所
ケアハウス（280名）５か所（内特定施設入居者生活介護（77名）３か所）
高齢者向け優良賃貸住宅（162名）２か所（内特定施設入居者生活介護（88名））、
高齢者専用賃貸住宅（20名）２か所
短期入所生活介護（93名）７か所、
通所介護（346名）13か所、通所リハビリテーション（154名）４か所、
認知症対応型通所介護（60名）５か所
小規模多機能型居宅介護５か所、認知症対応型共同生活介護（126名）８か所
訪問介護４か所、訪問看護３か所、訪問リハビリテーション１か所
居宅介護支援６か所、福祉用具貸与１か所、福祉用具販売１か所
保育所（430名）４か所、夜間対応型保育所（75名）２か所
リハビリテーション病院（48床）１か所、児童デイサービス１か所
障害者就労継続支援施設１か所、給食事業

収入
（法人全体）
平成22年度決算

①社会福祉事業 7,537,342,377円
②公益事業 2,404,433,983円
③収益事業 736,121,984円
合計 10,677,898,344円

従業員数
（法人全体）  1,818名（非常勤含む）

当面する経営
課題

●介護報酬・診療報酬同時改定への対応と地域包括ケアシステムの構築
●法人の価値観「互恵互助」の組織としての浸透
●ISO更新審査と10年目の再構築
●各種基準、法的要件の遵守確認体制の構築
●新会計基準の実施
●職員旅行の継続と経費削減の両立
●地域防災拠点としての機能の再構築
●社会福祉法人の使命の実践（地域貢献、地域への還元、生保受給者の特養入居への対応）
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発表する取組
みに着手した
理由、背景

　当法人は、理念・基本方針・スローガンのほか、３か年事業計画を基に、エリア年度目標と
事業所単位（以下、部署）の年度目標を立案し、半期の評価と毎月の進捗状況を確認する「目
標管理体制」がある。また、部署内においてもチームで年間目標と具体的な取り組みを立案し、
振り返りを行うなどのチーム活動を実践している。
　しかし、目標管理体制の仕組みはあるものの、法人が目指す姿が全職員へ浸透しないままチー
ム目標を実践していた。また、評価指標が曖昧であり、達成が不明確で、実施できていない取
り組みがあるなど、目標をPDCAサイクルで運用できていなかった。
　そこで、この問題点を解決する方法として、法人の価値観が、全職員に理解され行動できる
ようエリア・部署目標にBSCを導入し、チーム目標に落とし込んだ。

発表する取組
みの現時点で
の効果

①BSCに基づいた目標管理・活動を事業所ごとで実践、KPI（業績評価指標）と活動内容、次
月への課題をKPI責任者が毎月評価し、責任者会議（主任会）で報告している。報告した内
容について、エリア全体でフォロー・検証できる体制にしており、全職員が評価結果を理解
し、納得した上で活動ができている。

②法人⇔エリア⇔事業所⇔チーム⇔個人、それぞれが連動するよう、「チーム体制」を中心と
した小集団での活動を行い、チーム内で目標と具体的な取り組みを策定・明確にしているこ
とで、目標達成のために現場職員が責任を持った行動が実践できている。

③エリア全体で目標管理体制を作っており、事業所間で同様の目標がある場合、情報を共有し、
目標達成に向け協働することができている。

④目標達成状況とBSC運用の理解度確認のため、BSC推進者が担当事業所へ出向き、聞き取り
と説明を行うことで認識度に基づいた活動ができるよう支援を行っている。

　この結果、ケアの充実ができ、施設では空床期間の短縮、在宅では利用者・稼働率・訪問件
数の増加につながっている。
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